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概要 

レーザー核融合を含むレーザープラズマのシミュレーションでは、ミクロなレーザープラズマ

相互作用過程からマクロな輻射流体力学過程までをマルチスケール、マルチフィジックスの問題

を総合的に記述することが求められている。このため、複数のコードを結合した大規模シミュレ

ーションを実施し、レーザープラズマ物理の解明を図っている。これらのシミュレーション群は

特性の異なる複数の計算機でデータを受け渡ししながら実行することも可能である。実際のプラ

ズマスケールに対応する大規模シミュレーションを実施する必要がある場合には、複数のスーパ

ーコンピュータで同時に実行する必要がある。その際、遠隔地にあるスーパーコンピュータ上で

実行されている計算との連動も可能であり、SuperSINET を用いてその可能性を探る。 
また、遠隔地で大規模計算が可能な計算機が存在しても、実際には計算出力の大容量データの

転送がネックとなって有効に活用できないことがある。SuperSINET を用いると高速通信が可能

であるとデータ転送が高速化されるだけでなく、セキュリティの高いネットワークであることか

ら遠隔地で可視化アプリケーションを起動し、必要な画像だけを直接閲覧できることにより、研

究の利便性が極めて向上する。 
今年度、SNET 回線が開通したことによって来年度本格的に大規模シミュレーションを実施す

る予定である。 


